
平成２６年度 指定管理者制度導入施設評価について 

 

１ 趣旨 

  本市では、市民体育館など４つの施設に、適正な管理運営を確保しつつ、市民サー

ビスの向上と管理経費の縮減を図るために、指定管理者制度を導入しています。 

  このたび、平成２３年４月から平成２８年３月までを指定期間としているこれらの

施設について、指定期間満了が近づいていることから、施設の管理運営状況等を検

証し、今後の管理運営に活用するため、指定管理者制度導入施設評価を実施しました。 

 

２ 評価対象施設 

番号 施設名 指定管理者 所管課 

 １ 向日市民温水プール (株)オージースポーツ 健康推進課 

 ２ 健康増進センター (株)オージースポーツ 健康推進課 

 ３  向日市民体育館 (公財)向日市スポーツ文化協会 生涯学習課 

 ４  向日市福祉会館 (福)向日市社会福祉協議会 地域福祉課 

 

３ 実施方法・進め方 

評価 時期 評価者 内容 

１次 H26.10～12 所管課 ○評価シート作成 

 (評価項目) 

  ・運営状況 ・管理状況 

・危機管理対策 ・歳入歳出の状況 

○アンケート調査 

○指定管理者へのヒアリング 

２次 H27.2～3 評価担当課 ○評価シートに基づく評価担当課（企画調

整課・財政課・総務課（法令・契約））

による評価 

３次 H27.2～3 向日市総合計

画等外部評価

委員 

○２次評価を踏まえた外部委員による現地

視察・評価 

４次 H27.7 行政経営会議 ○１次から３次評価までの内容を踏まえ、

最終評価を決定 

                                     



指定管理者の名称

担当部署 判定理由

　協定内容又は要求水準等に対して良好であり、指定管理
者制度を引き続き活用すべきである。
　会館の利用目的に沿った運営が適切になされており、利
用者の利便が図られている。

B

評価結果

　協定内容又は要求水準等に対して良好であり、指定管理
者制度を引き続き活用すべきである。
　職員の利用者への規律正しい接遇等、教育が行き届いて
おり、運営管理、危機管理、歳入歳出など、非常に良い運営
がされている。

　協定内容又は要求水準等に対して良好であり、指定管理
者制度を引き続き活用すべきである。
　職員の利用者への規律正しい接遇等、教育が行き届いて
おり、運営管理、危機管理、歳入歳出など、非常に良い運営
がされている。

　毎年の収支は良好であるが、物品や備品の管理方法につ
いて改善の余地がある。協定内容又は要求水準等に対して
良好であり、指定管理者制度を引き続き活用すべきである。

総合評価

B

B

B

2

株式会社オージー
スポーツ

健康推進課

株式会社オージー
スポーツ

健康推進課

向日市民温水プール

健康増進センター

1

・施設の利用の許可に関すること
・施設の利用料金の徴収、減免及び還付に関すること
・施設及び設備の維持管理に関すること
・介護予防事業に関すること
・自主事業の企画及び実施に関すること
・施設の利用の促進に関すること

・利用の許可に関する業務
・施設及び付属設備の維持管理に関する業務
・福祉活動支援及び福祉情報の提供・研修・相談

実施事業の概要

・体育館の利用の許可に関すること
・体育館の利用料金の徴収、減免及び還付に関すること
・体育館の施設及び設備の維持管理に関すること
・体育館の自主事業の企画及び実施に関すること
・体育館の利用の促進に関すること

H23.4.1
～

H28.3.31

市民の健康の保持増
進を図るため、市民
自らが行う健康づくり
の支援と介護予防を
目的とする

市民の健康づくりと体
力向上を図り、もって
市民のふれあいを高
めることを目的とする

H23.4.1
～

H28.3.31

市民の健康で文化的
な生活の向上を図る
ため、スポーツをはじ
め交流活動や催物な
どの用に供する

H23.4.1
～

H28.3.31

4 向日市福祉会館

社会福祉法人
向日市社会福祉
協議会 市民福祉の増進及び

福祉意識の高揚を図
る

H23.4.1
～

H28.3.31

3 向日市民体育館

公益財団法人向
日市スポーツ文化
協会

生涯学習課

地域福祉課

　平成26年度　指定管理者制度導入施設　評価結果

通し
番
号

施設名 設置目的 指定期間

・施設の利用の許可に関すること
・施設の利用料金の徴収、減免及び還付に関すること
・施設及び設備の維持管理に関すること
・介護予防事業に関すること
・自主事業の企画及び実施に関すること
・施設の利用の促進に関すること

A：協定内容又は要求水準等に対して優れている。 B：協定内容又は要求水準等に対して良好である。
C：協定内容又は要求水準等に対して課題がある。 D:協定内容又は要求水準等に対して改善の必要がある。


